
 

 

 

 

 
 

 

夏休みの短縮と「二期制」の導入について 
 

 学校で最も大切にしていることは、「子どもたちの安全を守る」ことです。 
 交通事故に遭わない、不審者について行かない、地震などが起きても安全に避難する等、
子どもたちの安全のために、繰り返し指導を行っています。 
 これまで、子どもたちに関わる事故や大きなケガは起きていません。このことは、子ど
もたちが安全を意識して生活している証拠です。安全を意識している姿を表していること
の一つが、朝の集団登校です。 
朝の集団登校時には、班長さん、副班長さんが、１年生を含めた班のみんなが事故に遭

わないように歩く速さを調節したり、１列になるようにやさしく声をかけたりする姿が見
られ、とても頼もしく感じています。 

 
 
 同時に、登下校時の地域の皆様のご支援、ご協力に心より感謝申し上げます。 
 特に、見守り隊の皆様、育成会の皆様のご支援は、小山田小の自慢の一つです。朝の登
校時、横断歩道や車の交通量の多い地点に立って指導したり、子どもたちを安全に誘導し
てくださったりしていることで、子どもたちは安全に登校できています。 
 また、下校時にも、見守り隊の皆様が子どもたちの下校をサポートしてくださっていま
す。１年生が安全に下校するために、子どもたちの下校コースを覚えてくださったり、一
人一人に声をかけてくださったりと、子どもたちの安全を守るために工夫してくださる姿
に、見守り隊の皆様の「子どもたちのために」という思いを感じています。下校時は、交
通事故や不審者被害等も心配されるため、見守り隊の皆様や地域の皆様の「見守り」を大
変ありがたく思っています。 

   

   

 小山田小の１年生から６年生のみなさん、おうちの方や見守り隊、育成会、地域の皆様
のご協力に感謝しましょう。 
小山田小の児童のみなさん、感謝の気持ちを、元気な「あいさつ」と、しっかりとした

「返事」で表現してください。 
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